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（技術名）噴霧接種によるサツマイモ基腐病抵抗性簡易検定法 

（要約）サツマイモ基腐病の抵抗性は、 長さ 15～30 cm のつる苗の 30 本束に対し、胞子濃度 1
×106～1×107 個/ml の懸濁液を 7.5 ml 以上噴霧接種し、３週目以降に茎の黒変症状の有無を評価

することにより、検定できる。本法による検定結果は、圃場での発病程度と一致する。 
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［背景・ねらい］ 

 国内各地のカンショ産地でサツマイモ基腐病（以下、基腐病）が発生し、大きな問題となって

いる。同病害は、沖縄県でも発生しており、生産振興上の懸念材料となっている。この状況を受

け、基腐病に強く、かつ、優良な品種を早期に育成することが求められている。しかしながら、

育種工程で利用できる簡易的な検定法は無く、現在実施されている圃場による抵抗性評価は、判

定までに約半年の期間を要するため多くの系統を検定することが困難であり、環境の影響を大き

く受けるといった課題がある。そこで、抵抗性品種の「宮農７号」と感受性品種の「ちゅら恋紅」

を用いて育種試験に利用できる簡易で正確な基腐病抵抗性検定法を確立する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．接種検定に用いる基腐病菌懸濁液の胞子濃度は、感受性の「ちゅら恋紅」と抵抗性の「宮農

７号」で有意に発病率が異なる「１×106 個/ml 以上の濃度」が良い（表１）。 
２．懸濁液の噴霧量は、「ちゅら恋紅」と「宮農７号」で有意に発病率が異なる「つる苗の 30 本

束につき 7.5 ml 以上」が良い（表２）。 
３．懸濁液を接種する苗の長さは、15、20、30 cm のいずれの長さでも「ちゅら恋紅」より「宮

農７号」で発病率が有意に低いため（データ省略）、いずれかを用いるのが良い。 
４．主要品種における接種検定と発生圃場の発病率の間には正の相関関係が認められ（スピアマ

ンの順位相関係数 r=0.77, P<0.05）、接種検定は圃場での発病程度による評価と一致する（表３）。 
 

［成果の活用面・留意点］ 

１．研究機関においてサツマイモ基腐病抵抗性品種の開発に活用する。 

２．本成果は、病虫管理技術開発班から分譲された基腐病菌 OK-9 株を用いて得られた結果であ

る。 

３．接種源の OK-9 株については、検定前に病原性の確認を行い使用する。 

４．検定に用いる苗については、発病の見られない苗床から採苗し無接種区で発病がないことを

確認する。 
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［具体的データ］ 

［その他］ 
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ちゅら恋紅 宮農7号
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表1 基腐病抵抗性検定に用いる胞子懸濁
液濃度の検討

発病率(%)
1)

噴霧量0.25 ml/本、苗長15 cm、供試数30本で実施。
1)：フィッシャーの正確確率検定により、*は5%水準、**は1%
水準で品種間に有意差があることを示す。

胞子濃度
(個/ml）

表3 基腐病における噴霧接種抵抗性検定および発生圃場での評価

接種検定
1)

発生圃場
2)

接種検定
3)

発生圃場
4)

1 ちゅら恋紅 68.0 30.6 やや弱 やや弱

2 沖夢紫 8.3 7.7 強 強

3 備瀬 6.7 5.4 強 強

4 おぼろ紅 3.5 9.3 強 強

5 沖育19-1 8.3 6.4 強 強

6 むらさきほまれ 53.3 20.8 中 中

7 ちゅらかなさ 96.7 35.9 弱 弱

1)：胞子濃度１×106 個/ml、苗長15 cm、噴霧量0.25 ml/本、供試数23～30本で実施。
2)：2022～23年の春植えで株元約10cmの範囲の主茎の地際黒変を調査した平均値。
3)：階層的クラスター分析（ウォード法）により、強、中、やや弱、弱の4グループに分類した。
4):14%以下を強、15～24%を中、25～34%をやや弱、35%以上を弱とした。

No. 品種・系統
発病率(%) 判定

ちゅら恋紅 宮農7号

7.5 96.7 6.9
**

15.0 83.3 10.0**

表2 基腐病抵抗性検定に用いる胞子懸濁液
の噴霧量の検討

発病率(%)
1)

胞子濃度１×106 個/ml、苗長15 cm、供試数29～30本で実施。
1)：フィッシャーの正確確率検定により、**は1%水準で品種間に
有意差があることを示す。

噴霧量
（ml/30本）


